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仕  様  書 
 

１ 業務名 

    沼田川流域下水道沼田川幹線 

  船木第２マンホールポンプ所発電機整備修繕業務 

 

２ 業務場所 

    三原市本郷町船木 

 

３ 業務期間 

    契約締結の翌日から令和９年１月 29 日まで 

 

４ 業務概要 

船木第２マンホールポンプ所に設置している発電機の整備修繕を行う。 

 

５ 機器概要 

    機器名 ：ディーゼル発電機 

    製造業者：ヤンマーエネルギーシステム株式会社 

   型  式：ＡＰ４５Ｃ 

     

６ 業務内容 

（１） 工場にて、Ｆ点検とする（別紙参照） 

点検中は既設同等以上の容量の仮設発電機を設置し、停電時自動起動、復電時自

動停止とすること。 

 

 （２）交換部品 

   ア）パッキンＳＥＴ 

   イ）シール（オイル） 

   ウ）Ｏリング（１ＡＰ３２．０） 

   エ）Ｏリング（１ＡＳ２４．０） 

   オ）シールワッシャ（コマル・ニトリル２） 

   カ）シール（オイル） 

   キ）ガスケット（ボンネット） 

   ク）Ｏリング（１ＡＳ５０．０） 

   ケ）シール（バブルステム） 

   コ）シール（ノズル） 

   サ）ホースクリップ（５４） 

   シ）リングＳＥＴ 

   ス）トメワ C(ｱﾅ 26) 

   セ）メタルＣＭＰ（クランクピン） 

   ソ）フィルタＣＭＰ 

   タ）ホースＣＭＰ（クーラーポンプ） 



   チ）ホースクリップ（２２） 

   ツ）ホースクリップ（２５） 

   テ）ツギテ（ｼﾞｭﾝｶﾂﾕﾓﾄﾞｼ） 

   ト）サーモスタット 

   ナ）O リング（Ｇ３０） 

   ニ）V ベルト 

   ヌ）ガスケット（サーモスタット） 

   ネ）ホース（冷却水）Ｂ 

   ノ）パイプ（水抜き） 

   ハ）ホース（冷却水）Ａ 

   ヒ）シムＳＥＴ 

   フ）ノズルＣＭＰ 

   ヘ）シールワッシャ（コマル、ニトリル８） 

   ホ）シールワッシャ（コマル、ニトリル１４） 

   マ）フィルタ（１００メッシュ） 

   ミ）フィルタ（燃料） 

   ム）パッキン（コマル８×１．０） 

   メ）パッキン（コマル６×１．０） 

   モ）ガスケット（ｴｷｼﾞｮｳ 150G） 

 

７ 一般事項 

（別紙－１）による。 

  

８ その他 

（１）本業務の施工にあたっては、現地調査を十分に行い施設を熟知しておくこと。 

（２）沼田川浄化センターの業務への支障が最小限となるよう、事前に十分な打ち合わ

せ協議を行ったのち、作業工程計画表を作成すること。 

（３）本業務の施工に先立ち、施工図を提出して承諾を得ること。 

（４）本業務の施工に伴い、設計書に記載のもの以外に取替え、又は修繕が必要とされ

る部品が生じた時は、その旨を遅滞なく監督員に報告し、対応を協議すること。 

（５）作業実施にあたっては、必ず現場に作業責任者を配置すること。 

（６）作業は、本業務の監督員の指示に従って行うものとする。 

（７）本業務の施工に先立ち、道路使用許可を取ること。 

（８）安全管理には十分注意を払い、落下・感電等の災害防止に努めること。 



点検整備は下記点検項目にしたがって実施し、｢点検整備結果報告書｣をもって御報告致します。

点検種別欄の「◎」印作業項目は消防法で定められている点検項目です。

A B C D E F

点 点 点 点 点 点

検 検 検 検 検 検

1 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

2 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

3 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

4 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

5 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

6 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

表示 7 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

8 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

9 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

10 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

11 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

始動用蓄電池設備 12 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

13 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

14 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

15 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

16 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

17 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

18 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

保護装置 19 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

計器類 20 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

21 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

22 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

23 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

24 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

25 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

26 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

配管 27 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

結線接続 28 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

接地 29 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

始動性能 30 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

運転性能 31 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

停止性能 32 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

耐震措置 33 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

予備品等 34 ○ ◎ ○ ○ ○ ○　

点　検　整　備　表
　　A点検 ： 3ヶ月毎　D点検 ： 2年毎

　　B点検 ： 6ヶ月毎　E点検 ： 4年毎

　　C点検 ： 1年毎　　F点検 ： 8年毎

区
　
分

点　検　部

点
検
項
目
No

作　　業　　項　　目

点 検 種 別

備考

回路、端末の変形、損傷等の有無点検

作動・表示点検

変形等の有無、及び指示値の適否点検

燃料油及び
冷却水ﾀﾝｸ

外形上で変形等の異常有無点検

規定の燃料油量があるか点検

接地線の変形、接続部の損傷有無点検

始動状況・始動時間点検

無負荷運転による運転状況と換気装置の点検

停止操作による停止動作点検

ｱﾝｶﾎﾞﾙﾄ、防振装置、可とう管継手等耐震措置の適
正確認及び変形・損傷等有無点検

予備品及び回路図等の備付状況点検

機
　
　
器
　
　
点
　
　
検

設置状況

周囲の整理整頓、状況点検

区画、隔壁等破損の有無点検

水の浸透、漏れ等の有無点検

換気装置の機能点検

照明設備及び機能点検

排気筒

可燃物が放置有無周囲状況点検

外形上変形、損傷、支持金具緩み有無点検

貫通部変形、損傷、脱落等の異常有無点検

燃料・冷却水・潤滑油の配管に変形、損傷、漏れ、支
持金具緩み等有無点検

規定の冷却水量があるか点検

標識の表示状況の点検

ﾋｭｰｽﾞ類の点検

表示の適否確認

自家発電設備

制御装置

周囲の整理整頓、状況点検

盤の外形上で変形等の異常有無点検

電源表示灯の点灯有無点検

開閉器及び遮断器の状況・開閉位置・容量適否等点
検

継電器の点検

原動機及び発電機の外観目視点検

冷却装置の変形、損傷、脱落、機能点検

潤滑油類の汚れ点検・油量点検

その他付属機器類の外観目視点検

蓄電池設備の機器点検に準ずる

別紙



点検整備は下記点検項目にしたがって実施し、｢点検整備結果報告書｣をもって御報告致します。

点検種別欄の「◎」印項目および運転性能、内部監察は消防法で定められている点検項目です。

運転性能・内部監察(No41～48)の実施については別途協議とさせて頂きます。

A B C D E F

点 点 点 点 点 点

検 検 検 検 検 検

接地抵抗測定 35 ◎ ○ ○ ○

絶縁抵抗測定 36 ◎ ○ ○ ○

自家発電装置
の接続部

37 ◎ ○ ○ ○　

始動用蓄電池設備 38 　 　 ◎ ○ ○ ○

始動補助装置 39 　 　 ◎ ○ ○ ○

保護装置 40 　 　 ◎ ○ ○ ○

41 　 　

42 　 　

43

44

45 　 　

46 　 　

47

48 　 　

切替性能 49 　 　 ◎ ○ ○ ○

50 ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 ○ ○ ○

52 ○ ○ ○

53 　 　 　 ○

54 　 　 ○ ○ ○

55 　 　 　 ○ ○

56 　 ○ ○ ○ ○ ○

57 　 ○ ○ ○ ○

燃料一次ｺｼ器
油水分離器

58 ○ ○ ○ ○

燃料ﾀﾝｸ 59 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾌｨｰﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ 60 　 　 ○ ○

燃料ﾋｰﾀ 61 ○ ○ ○ ○ ○ ○

62 ○ ○ ○ ○ ○ ○

63

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ管 64 ○ ○

65 ○ ○ ○ ○ ○ ○

66 分解点検

　　B点検 ： 6ヶ月毎　E点検 ： 4年毎

　　C点検 ： 1年毎　　F点検 ： 8年毎

区
　
分

点　検　部

点
検
項
目
No

作　　業　　項　　目

点 検 種 別

備考

燃
　
料
　
系
　
統

燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟ

ﾗｯｸ摺動点検

断線・接点等の点検

噴射時期及び調整ネジ緩み点検

燃料油ｺｼ器

燃料噴射弁
噴射圧力・噴霧状況点検調整

分解点検もしくは仕組品交換

非常用兼常用発電設備における運転切替を試験ｽ
ｲｯﾁもしくは実働で確認

過給機ﾀｰﾋﾞﾝ・ﾌﾞﾛｱ翼の内部観察

排気ﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞの内部観察

燃料噴射弁の噴射圧力・噴霧状況点検調整

燃焼室及びｼﾘﾝﾀﾞ摺動面の内部観察

潤滑油の成分分析による劣化確認

冷却水の成分分析による劣化確認

内部観察
※以下の場合は除外とする
・製造より6年未満
・予防的保全策実施済
　（但し、6年を経過しない事）
・負荷運転実施

運転性能
※以下の場合は除外とする
・製造より6年未満
・予防的保全策実施済
　（但し、6年を経過しない事）
・内部観察実施

定格出力の30%以上の負荷運転で必要時間正常な
運転状況であるか否か点検

排気背圧を計測し適否を確認
（機種・設備種により実施可否判断とする）

抵抗値を測定し適正であるか否かを確認

抵抗値を測定し適正であるか否かを確認

原動機と発電機の接続部点検

蓄電池設備の総合点検に準ずる

確実に作動するか否かを点検

各装置の検出部を実動作で作動 させ、作動値が設
定通りか否か点検

点　検　整　備　表
　　A点検 ： 3ヶ月毎　D点検 ： 2年毎

ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬﾘｰｸ点検（ﾄﾞﾚﾝﾎﾟｯﾄ点検）

分解点検もしくは仕組品交換

燃料電磁弁
手動操作ｺｯｸ位置点検

交換

移送ﾎﾟﾝﾌﾟ
作動点検

ﾄﾞﾚﾝ排出

燃料系ﾀﾜﾐ管交換

分解点検もしくは交換

分解掃除もしくはﾌｨﾙﾀｴﾚﾒﾝﾄ交換

ﾌｨﾙﾀｴﾚﾒﾝﾄ交換

総
 

合
 

点
 

検

沈殿物・水分のﾄﾞﾚﾝ排出（搭載ﾀﾝｸは除く）

別紙



点検整備は下記点検項目にしたがって実施し、｢点検整備結果報告書｣をもって御報告致します。

A B C D E F

点 点 点 点 点 点

検 検 検 検 検 検

潤滑油ﾎﾟﾝﾌﾟ 67 ○ ○ ○ ○ ○ ○

68 ○ ○ ○ ○ ○ ○

69 ○ ○ ○ ○

70 ○ ○ ○ ○

71 ○ ○ ○ ○ ○

72 ○ ○ ○ ○

73 ○ ○ ○ ○ ○ ○

74 ○ ○

75 ○

76 ○

77 ○ ○ ○ ○ ○ ○

冷却水 78 ○ ○ ○

冷却水配管 79 ○ ○

80 ○ ○ ○ ○ ○ ○

81 ○ ○

82

83 ○ ○ ○ ○

84 ○ ○　

85 ○ ○ ○ ○ ○ ○　

86 ○ ○ ○

87 ○ ○ ○ ○ ○　

88 ○ ○ ○

89 ○　

90 ○ ○ ○ ○ ○　

91 ○ ○ ○ ○ ○　

92 ○

93 ○ ○ ○ ○ ○

94 ○ ○

95 ○ ○ ○ ○ ○ ○

96 ○

97 ○ ○ ○ ○ ○

98 ○ ○

ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞ 99 ○ ○

100 ○ ○ ○ ○ ○

101 ○ ○ ○ ○

102 ○ ○

ｶﾑ軸 103 ○ ○ ○ ○

　　B点検 ： 6ヶ月毎　E点検 ： 4年毎

　　C点検 ： 1年毎　　F点検 ： 8年毎

点 検 種 別

冷却水交換（性状分析結果により継続使用可）

ｺﾞﾑﾎｰｽ･ﾎｰｽﾊﾞﾝﾄﾞ交換

駆動ﾍﾞﾙﾄ

駆動ﾍﾞﾙﾄ緩み点検・調整

駆動ﾍﾞﾙﾄ交換

駆動装置・ﾃﾝｼｮﾝﾌﾟｰﾘ交換もしくは分解整備

冷
　
却
　
水
　
系
　
統

備考作　　業　　項　　目

　
潤
　
滑
　
油
　
系
　
統

潤滑油冷却器

外観目視点検（錆・損傷の有無）

圧力ﾃｽﾄ

分解点検もしくは交換

ﾌｨﾙﾀｴﾚﾒﾝﾄ交換

作動点検

機関潤滑油

ﾄﾞﾚﾝ排出

油量点検

目視点検

機関潤滑油交換・ｵｲﾙﾊﾟﾝ清掃

潤滑油
ﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ装置

潤滑油ｺｼ器

シ
リ
ン
ダ
ヘ

ッ
ド

燃焼室のｶｰﾎﾞﾝ清掃

分解点検もしくは仕組品交換

熱交換器交換

冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ
ｸﾞﾘｰｽ補充（補充可能機種）

区
　
分

点　検　部

点
検
項
目
No

ﾓｰﾀﾎﾟﾝﾌﾟ分解点検

ﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ油圧の確認

分解・点検

ｻｰﾓｽﾀｯﾄ交換

内部点検

給水弁の作動確認

冷却水循環ﾎﾟﾝﾌﾟ

冷却塔
給水弁の作動点検

下部水槽清掃

作動・水漏れ点検の有無点検

分解点検

水・水熱交換器
水漏れの有無点検

吸・排気弁

弁ﾊﾞﾈ･ﾊﾞﾈ受点検

弁頭間隙調整

吸・排気弁及び弁座点検、摺り合わせ

ｶﾑ･ﾀﾍﾟｯﾄﾛｰﾗ点検
（機種により重整備からの実施とする）

点　検　整　備　表
　　A点検 ： 3ヶ月毎　D点検 ： 2年毎

冷却水ﾋｰﾀ
断線・接点等の点検

冷却水ﾋｰﾀ交換
（点検結果により継続使用可とする）

温調弁

作動確認

内部清掃

冷却水減圧水槽

別紙



点検整備は下記点検項目にしたがって実施し、｢点検整備結果報告書｣をもって御報告致します。

A B C D E F

点 点 点 点 点 点

検 検 検 検 検 検

104 ○

105 ○

106 ○

107 ○

108 ○

109 ○

110 ○

111 ○

112 ○

113 ○

114 ○

115 ○

116 ○

117 ○ ○ ○ ○

ｷﾞﾔ 118 ○

調速ﾘﾝｸ 119 ○ ○ ○ ○　

120 ○ ○ ○ ○ ○ ○　

121 ○

122 ○ ○ ○ ○　

123 ○

124 ○　

125

126

127 　 　 ○ ○ ○ ○　

128 　 　 ○ ○ ○ ○　

129 ○ ○

130 ○

131 ○ ○ ○ ○ ○ ○　

132 　 　 　 　 ○ ○　

133 　 　 　 　 　 ○　

134

連接棒ﾎﾞﾙﾄ交換

点検・調整

ｸﾗﾝｸﾋﾟﾝﾒﾀﾙ点検

連接棒ﾎﾞﾙﾄ締付ﾄﾙｸ・角度点検

ﾃﾞﾌﾚｸｼｮﾝ計測

ﾀｲﾐﾝｸﾞｷﾞﾔ当たり、ﾊﾞｯｸﾗｯｼｭ点検

点　検　整　備　表
　　A点検 ： 3ヶ月毎　D点検 ： 2年毎

　　B点検 ： 6ヶ月毎　E点検 ： 4年毎

　　C点検 ： 1年毎　　F点検 ： 8年毎

区
　
分

点　検　部

点
検
項
目
No

作　　業　　項　　目

圧力ﾃｽﾄ

分解点検

ｼﾘﾝﾀﾞﾗｲﾅ内径計測（絞りﾁｪｯｸ）

ﾗｲﾅ抜出し、水ｼﾞｬｹｯﾄ部掃除、防錆塗装。

過給機

ﾋﾟｽﾄﾝﾋﾟﾝﾒﾀﾙ点検

ﾋﾟｽﾄﾝ

ﾋﾟｽﾄﾝ抜出しｶｰﾎﾞﾝ掃除

ﾘﾝｸﾞ･ﾘﾝｸﾞ溝の点検

ﾋﾟｽﾄﾝﾋﾟﾝ、ﾋﾟｽﾄﾝﾋﾟﾝ孔点検

ｼﾘﾝﾀﾞﾗｲﾅ

過
給
系
統

空気冷却器

点 検 種 別

備考

外観目視点検錆・損傷の有無

分解整備もしくは仕組品交換

主軸受ﾒﾀﾙ点検

主軸受ﾎﾞﾙﾄ緩み点検

ﾋﾟﾝ･ｼﾞｬｰﾅﾙ点検

直結ﾎﾞﾙﾄ緩み点検

注油及び摺動点検、ｴﾗｰﾁｪｯｸﾘｾｯﾄ

分解点検

ﾘﾝｹｰｼﾞﾛｯﾄﾞｴﾝﾄﾞ交換

ｱｸﾁｭｴｰﾀ分解点検もしくは仕組品交換、
ﾏｸﾞﾈｯﾄﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｾﾝｻ交換

ｶﾞﾊﾞﾅｺﾝﾄﾛｰﾗ交換（W.W、ﾊｲﾝﾂﾏﾝ、東邦）

ﾏｸﾞﾈｯﾄﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｾﾝｻ点検清掃・隙間調整

ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀ清掃もしくは交換、ｻｲﾚﾝｻ清掃

ﾀｰﾋﾞﾝ軸の回転具合点検

ｴｱｰﾎｰｽ交換

往
　
復
　
運
　
動
　
部

ｶﾞﾊﾞﾅｺﾝﾄﾛｰﾗ交換（6D111・123）

ク
ラ
ン
ク
軸

主軸受

ｺｱｰ交換

ｸﾗﾝｸ軸

調
速
装
置

ｶﾞﾊﾞﾅ
(機械式)
(電子式)

連接棒

別紙



点検整備は下記点検項目にしたがって実施し、｢点検整備結果報告書｣をもって御報告致します。

A B C D E F

点 点 点 点 点 点

検 検 検 検 検 検

135 　 ○ ○ ○ ○　

136 ○

回転計 137 ○ ○ ○ ○ ○ ○　

138 ○ ○ ○ ○ ○ ○　

139 ○

140 ○ ○ ○ ○ ○ ○　

141 ○

142 ○ ○ ○ ○ ○ ○　

143 ○

144 ○ ○ ○ ○ ○ ○　

145 ○

146 ○ ○ ○ ○　

147 ○　

148 ○ ○ ○ ○　

149 ○　

150 ○ ○ ○ ○　

151 ○　

152 ○ ○ ○ ○　

153

燃料液面計 154 〇 〇 〇 〇 〇 〇

155 ○ ○ ○ ○　

156 ○ ○

備考

点
検
項
目
No

作　　業　　項　　目

点 検 種 別

点　検　整　備　表
　　A点検 ： 3ヶ月毎　D点検 ： 2年毎

　　B点検 ： 6ヶ月毎　E点検 ： 4年毎

　　C点検 ： 1年毎　　F点検 ： 8年毎

区
　
分

点　検　部

そ
　
の
　
他
　
・
　
付
　
属
　
装
　
置

配線ﾀｰﾐﾅﾙの増締、動作確認

ｽｲｯﾁ交換

停止ｿﾚﾉｲﾄﾞ
絶縁抵抗の測定、ｺｲﾙ導通ﾃｽﾄ

停止ｿﾚﾉｲﾄﾞ交換

作動確認

機械式圧力計

電気式圧力計

作動確認

機側計器盤防振ｺﾞﾑ交換

断水継電器

油面指示値が適正か

ｽﾀｰﾃｨﾝｸﾞﾓｰﾀ
ｶｰﾎﾞﾝﾌﾞﾗｼの点検

分解点検もしくは仕組品交換

作動確認

配線ﾀｰﾐﾅﾙの増締、動作値の確認調整

ｽｲｯﾁ交換

作動確認

温度計交換

温度検出器・機側計器盤防振ｺﾞﾑ交換

燃料小出槽
ﾌﾛｰﾄｽｲｯﾁ

配線ﾀｰﾐﾅﾙの増締、動作値の確認調整
（汲上・返油が可能な設備のみ）

ｽｲｯﾁ交換

温度ｽｲｯﾁ
配線ﾀｰﾐﾅﾙの増締、動作値の確認調整

ｽｲｯﾁ交換

作動確認

圧力検出器・機側計器盤防振ｺﾞﾑ交換

圧力ｽｲｯﾁ

機械式温度計

電気式温度計

別紙



点検整備は下記点検項目にしたがって実施し、｢点検整備結果報告書｣をもって御報告致します。

A B C D E F

点 点 点 点 点 点

検 検 検 検 検 検

157 ○ ○ ○ ○ ○ ○　

158

159 　 　

160 ○ ○ ○ ○

161 ○ ○ ○ ○ ○ ○　

162 　 　

163

164

165

166 ○ ○ ○ ○ ○ ○

167 ○ ○ ○ ○ ○

168

ｽﾍﾟｰｽﾋｰﾀ 169 ○ ○ ○

170 ○ ○ ○ ○

171 ○ ○ ○

172 ○ ○

173 ○ ○

174 ○ ○ ○ ○ ○ ○

175 ○ ○

176

177 ○ ○ ○

178 ○ ○ ○ ○ ○ ○

煙導 179 ○ ○ ○ ○ ○ ○　

保護継電器試験

点
検
項
目
No

作　　業　　項　　目

ﾗｼﾞｴｰﾀ

そ
　
の
　
他
　
・
　
付
　
属
　
装
　
置

制御基板
自動制御基板（ECU）交換

消音器のﾄﾞﾚﾝ抜き

点 検 種 別

備考点　検　部

ﾃﾝｼｮﾝﾌﾟｰﾘ交換もしくは分解整備

加圧ﾃｽﾄ水漏れ点検

ｺｱｰ点検清掃

ｺﾞﾑﾎｰｽ･ﾎｰｽﾊﾞﾝﾄﾞ交換

ﾗｼﾞｴｰﾀﾌｧﾝﾍﾞﾙﾄ緩み点検・調整

ﾗｼﾞｴｰﾀﾌｧﾝﾓｰﾀ作動点検

ｽﾍﾟｰｽﾋｰﾀ交換

ﾗｼﾞｴｰﾀ各部の水漏れ有無点検

　　C点検 ： 1年毎　　F点検 ： 8年毎

　　B点検 ： 6ヶ月毎　E点検 ： 4年毎

　　A点検 ： 3ヶ月毎　D点検 ： 2年毎

直流電源装置

電圧・比重測定、電解液補水

内部抵抗測定

蓄電池交換

部品交換

発電機
発電機ﾌﾞﾗｼ・ｽﾘｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ点検

自動電圧調整器（AVR）交換

点　検　整　備　表

区
　
分

充電装置基板交換

制御盤

遮断器ﾒｰｶ点検

遮断器機能点検

盤内点検清掃、計器の点検

ﾗｼﾞｴｰﾀﾌｧﾝﾍﾞﾙﾄ交換

冷却水交換及びﾗｼﾞｴｰﾀｷｬｯﾌﾟ点検
（性状分析結果により継続使用可とする）

別紙
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一 般 事 項 

 

１ 適 用 

この仕様書は、（公財）広島県下水道公社が発注する修繕業務の実施に適用する。 

２ 提出書類 

  （公財）広島県下水道公社ＨＰに記載されている「業務様式集」-「修繕業務提出書類一

覧」により作成すること。 

http://www.kengesui-hiroshima.or.jp/download-paper/index.html 

３ 承諾書の提出 

本業務に使用する機器・資材等の製作及び手配並びに施工については、発注者が必要と認め

た場合、承諾図書等により承諾を受けた後に着手するものとする。 

４ 完成図書の提出 

(１) 本業務の完成図書の提出部数は、発注者との協議により変更できるものとする。 

(２) 完成図書には、完成図、取扱説明書、試験成績表、業務報告書及びその他必要書類をす

べて網羅するとともに、目次及び業務概要並びに業務施工場所を記した配置図を添付する。 

(３) 完成図書はＡ４版ファイルを使用し、背表紙に施工年度、業務名、受注者名を記載する。 

５ 現場作業の注意事項 

(１) 本業務の現場着手前には、監督員と十分な打ち合わせを行い、施設の運転に支障のない

ように施工するものとする。 

また、必要に応じて施工計画書、詳細工程表及び作業手順書を提出し監督員の承諾を得

ることとする。 

(２)  本業務の作業日及び作業時間は，原則として施設の通常勤務日，勤務時間内とする。

（施設の通常勤務日，勤務時間内以外は，原則として業務を実施しない日及び時間とす

る。） 

(３) 本業務において使用する業務用水及び業務用電力は、施設の運転に支障のない限り施設

のものを使用することができる。なお、使用にあたっては、極力節減に努めることとする。 

６ 設計図書に明示していない事項であっても、業務の目的に照らして当然必要と認められる事

項については、受注者の責任において実施するものとする。 

７ 安全管理 

(１) 受注者は、業務の実施にあたっては常に細心の注意を払い、労働安全衛生法等を遵守し

て作業員の安全を図らねばならない。 

（２） 業務の施工にあたっては、「建設工事公衆災害防止対策要綱建築工事編」（令和元年９

月２日 国土交通省告示第四百九十六号）を遵守して公衆災害防止に努めなければならな

い。 

８ 本業務に関わる法令及び日本工業規格等の規格は、これを遵守しなければならない。 

９ 業務妨害等を行う圧力団体等の不当介入に対して、適切な処置を講じ、警察から「被害受理

証明書」が交付され、かつ工程調整を行ったにもかかわらず、業務期間に遅れが生じるおそれ

がある場合は、業務期間延期を求める書類に、当該証明書を添付し提出しなければならない。 

１０ 廃材処分等 

本業務により発生する建設廃材等の産業廃棄物及び屑・がら等の廃棄物は、「廃棄物の処理

及び清掃に関する法律」に適合するように処理し、業務完了時には中間処理までの、マニフェ

ストＡ・Ｂ２票（排出事業者送付用）の写しを提出しなければならない。 

また、最終処分終了後にＤ・Ｅ票の写しを提出しなければならない。 


